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Ⅰ はじめに
IT を活用した教育支援システムを構築するに当
たって、①創作を造形として表現できる技術力を効率
よく教育できるシステム、②デザイン力を向上させる
ための創造力育成システム、③製作した作品を「生き
た教材」として活用できるアーカイブ化の３側面をイ
メージして IT 化を進めてきた。本研究は②創造力育
成システムの内の②－１デザイン考案システムと②－
２デザイン・パターンデータベースを活用し、被服製
作教育支援システムを実際に運用して、家庭科被服製
作の教育方法や教材研究にどのように役立てるかを検
証しようとするものである。デザイン・パターンデー
タベースを中学生の被服製作課題「ハーフパンツの製
作」に適応させて、中学生のためのデザイン考案、生
地の検討、採寸によるオリジナルCADパターンの製
作、縫製方法の開発などそれぞれの分野において独自
の工夫を加え実施することとした。
実施対象校は東京学芸大学附属竹早中学校（以下竹
早中学校とする）とし、期間は平成１５～１７年の３年間
とした。中学２年生で実施されている「ハーフパンツ
の製作」授業について導入から製作、着装まで全体を
通して事前・事後の意識調査を行うと共に授業に参加
し製作工程別の実態を分析報告する。尚、この調査研
究は３年計画で進めている内の２年間分の報告であ
る。
被服製作教育支援システム実施方法：
第１回 配信日：平成１５年１１月７日
第２回 配信日：平成１６年１１月１１日
授業第１回目
―本学―
①デザイン・パターンデータベースより中学生用にデ
ザイン考案した「ハーフパンツデザイン」を竹早中
学校ホームページ（HP）に向けて配信した。
―竹早中学校―
②授業時２年生４クラスごとに生徒はパソコン室に集
まり、PCから本学HPにアクセスしてモニター画
面の竹早中学校のボタンをクリックすると「ハーフ
パンツデザイン」が表示される。
③生徒はモニターに表示されたデザインの中より好き
なデザインを選ぶ
④家庭科室において各自採寸をする。
⑤採寸カードと事前アンケート調査に各自記入する
―本学―
⑥デザインカードと採寸カードによって生徒１人１人
のオリジナルパターンをCADで作図する。
⑦発送（本学→竹早中学校）
授業第２回目
―竹早中学校―
①デザイン、パターンを各自に配布
②生地の説明と選択
③裁断の仕方
（その後の授業内容については後述報告文に記載）
ハーフパンツ完成時授業内容
―竹早中学校―
①着装
②写真撮影
③事後アンケート調査
ハーフパンツ製作事前・事後アンケート調査方法：
調査期間…平成１５年１１月 第１回事前アンケート調査
－ 1－
１６年７月 事後アンケート調査
１６年１１月 第２回事前アンケート調査
１７年７月 事後アンケート調査
調査方法…アンケート記入、聞き取り調査
対象…東京学芸大学附属竹早中学校２年生
４クラス １７０名
本学と被服製作教育支援システム実施対象校授業の進め方：
１ デザインを選ぶ…インターネットでデザインを配信する。
①デザインを選ぶ（対象校）
②事前調査…アンケート方式（対象校）
２ 採寸・各自のパターンを作る
①各自採寸をする（対象校）
②CADパターンの作成（本学）
３ 製作
①ハーフパンツのサンプルを提示する（本学シーチングサンプルを対象校で）
②生地を選ぶ（対象校）
③裁断をする（対象校）
④縫製をする（対象校）
４ 着装
①着装をする…写真を撮る（対象校）
②事後調査…アンケート方式（対象校）
Ⅱ デザイン考案
杉野服飾大学短期大学部 渡辺波江
１、目的
「ジュニア（junior）ローティーン（low teen）服デー
タベースの研究開発」（註―１）において、竹早中学校と杉
野服飾大学とのネット教育を実施する。本学ホームペ
ージのトピックス欄に「竹早中学校」のボタンを開設、
クリックするとジュニア服男女ハーフパンツデザイン
が表示され、生徒はハーフパンツデザインより自分の
好きなデザインを選択する。次に配布プリントにその
デザインの番号と必要採寸寸法を生徒自身で測り記入
する。
配布プリントのデザインと採寸、自分の整理番号を
入力して送信する。受信後各自の寸法に従って、
CADパターンを作成、１人１人の名前を付けて次回
の授業までに全生徒のパターンを送付する。
上記の運営に沿うようハーフパンツのデザインを考
案した。デザイン選択後には被服製作をする目的があ
るので常に中学生の技術で作成出来うるであろうと思
われるデザインを考案しなければならない。その上、
中学生はファッションに興味のある生徒とそうでない
生徒の意識の格差は大きく、双方に興味を持ってもら
える男女ハーフパンツ基本デザイン１０点とバリエー
ションを考案した。
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２、デザイン
A－女子ハーフパンツ基本形（A－０１）
A－男子ハーフパンツ基本形 （A－０２）
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A－０１ー 女子ハーフパンツ基本形バリエーション
B－女子ハーフパンツ基本形＋パッチポケット （B ０ー１）
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B－０１－女子ハーフパンツ基本形＋パッチポケットのバリエーション
B－男子ハーフパンツ基本形＋パッチポケット （B－０２）
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図１９ 図２０
図１８
図２１
B－０２ー 男子ハーフパンツ基本形＋パッチポケットのバリエーション
C－男女ハーフパンツ基本形＋パッチポケット （C－０１）
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図２３ 図２４
C－男女ハーフパンツ基本形＋パッチポケット （C－０２）
D・E－男女ハーフパンツ基本形＋パッチポケット （D－０１）（D－０２）（E－０１）（E－０２）
（D－０１）（D－０２） （E－０１）（E－０２）
図２２
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図２５
図２６
F ー男女ハーフパンツ基本形＋パッチポケットのバリエーション （F－０１）（F－０２）
G－男女ハーフパンツ基本形＋パッチポケット （G－０１）（G－０２）
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図２７
H－男女ハーフパンツ基本形＋パッチポケット （H－０１）（H－０２）
I・J－男女ハーフパンツ膝下丈＋パッチポケット （I－０１）（I－０２）（J－０１）（J－０２）
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図３１
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Kー男女ハーフパンツ膝下丈デザインバリエーション
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図３５
L－人体の各スカート・パンツ丈
パンツ[Pants]
英語のパンタルーンズ（pantaloons）の略。
アメリカでは広い意味でのズボンのことをいう。
日本では下着としてのズボン形式を指して用いた
が、今日では表着としてのズボンと同義語として用い
られている。
ジャマイカ・ショーツ[Jamaica shorts]
バーミューダ・ショーツとショート・ショーツの中
間の丈のものをいう。西インド諸島の保養地ジャマイ
カ島の名から来ている。
バーミューダ・ショーツ[Bermuda shorts]
ひざ頭が見える丈のパンツで、アメリカのノース・
カロライナ州東方の保養地、英領バーミューダ諸島の
名をとってこうよばれている。裾口は細めで、たいて
い共のウエスト・バンドが付けられる。
カーゴ・パンツ[Cargo pants]
カーゴは「貨物船」のことで、貨物船の乗組員が作
業用にはいている、大きなフラップ付のパッチ・ポ
ケットが両脇に付いたパンツ。
ペインター・パンツともいう。
クロップド・パンツ[Cropped pants]
切りとったパンツということで、７分丈ぐらいのパ
図３４
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ンツの総称。シルエットはさまざまである。
パッカード・パンツ[Puckered pants]
脇の縫い目にわざわざシワシワを出したデザインの
パンツ。パッカードとは「ひだをとった、しわになっ
た」の意。
ペダル・プッシャー[Pedal pusher]
ふくらはぎの中程までの短めのパンツ。
自転車に乗ってペダルを踏むのに都合がいいのでこ
の名がある。スポーツ用のズボンでデニムなどで作ら
れている。
ガウチョ・パンツ[Gaucho pants]
ガウチョとは南米のカウボーイのこと。
インディオとスペイン人の混血が多い。
彼等が着用していたふくらはぎ丈のゆるやかなズボ
ン・スタイルをファッションにとり入れて、ガウ
チョ・パンツとよんでいる。パンタ・クールともい
う。
今回のハーフパンツは中学生が日々多く着用するパ
ンツ丈を選択し、Jamaica・shorts 丈から Berm uda・
shorts 丈、Pedal posher、Gaucho pants 丈のデザイン
を中心に考案した。［図３５参考］
３、デザイン分析
［図１］［図２］［図３］女子ハーフパンツ基本デザイン
ラウンド・ネックラインに半袖の Tシャツとウェ
ストゴム入りの膝上２０センチのギャザーパンツ
［図３］基本形デザインのカラーバリエーション
［図４］［図５］［図６］男子ハーフパンツ基本デザイ
ン
［図６］基本形デザインの上下同色のカラフルなカラ
ーバリエーション
［図７］Tシャツの半袖にシャーリングをデザインポ
イントにしたデザイン
［図８］［図９］ラウンドネックラインとノースリー
ブの Tシャツにギャザーポケットのパッチポケッ
トを貼付け、無地と格子柄の組み合せによる若々し
いデザイン
［図１０］［図１１］［図１２］Tシャツに上下花柄プリン
ト・ストライプ柄による組合せのフォワードセッ
ト・ポケットのハーフパンツのデザイン
［図１３］女子ハーフパンツ基本形に四角形のパッチポ
ケットのデザイン
爽やかなストライプ柄のハーフパンツにパッチポ
ケットのデザイン
［図１４］［図１５］［図１６］四角形の図柄のパッチポケッ
トをハーフパンツに貼付けたデザイン
［図１７］男子ハーフパンツ基本形に四角形のパッチポ
ケットのデザイン
［図１８］ポケットに大きな×柄のステッチを施したデ
ザイン
［図１９］インパクトのある四角形図柄のパッチポケッ
トデザイン
［図２０］パッチポケットは斜めファスナーにより開閉
する貼付けポケットをハーフパンツに施したハード
なデザイン
［図２１］男女ハーフパンツ基本形にカンガルーポケッ
トを半分にしたパッチポケットのデザイン
［図２２］男女ハーフパンツ基本形にフラップ付パッチ
ポケットのデザイン
［図２３］［図２４］パンツの裾巾が少しスリムの男女ハ
ーフパンツ基本形にパッチポケットのデザイン
［図２５］パンツの裾巾が少しスリムの男女ハーフパン
ツ基本形にパッチポケットのバリエーションデザイ
ン
［図２６］前開きのラウンドネックラインの Tシャツ
に L字形パッチポケットのハーフパンツデザイン
［図２７］フラップ付きパッチポケットのバリエーショ
ンのハーフパンツデザイン
［図２８］ラウンドネックラインの Tシャツと膝下丈
ハーフパンツに基本形パッチポケットのデザイン
［図２９］Tシャツ中央のパッチポケットと同様のパッ
チポケットをパンツサイドに張付けたデザイン
［図３０］フォワードセット・ポケットの大人しいハー
フパンツデザイン
［図３１］ハードな貼付けポケットにより、幅広い年齢
層に着用可能なデザイン
［図３２］Tシャツにランニングのレイヤードルックに
フォワードセット・ポケットハーフパンツデザイン
［図３３］若者に是非着用してもらいたいパンツに巻ス
カートのレイヤードルックデザイン
四角形にミシンステッチや三角形図柄の色の組合せ
のパッチポケットのハーフパンツデザイン
［図３４］若者に是非着用してもらいたいカラフルなパ
ンツデザイン
４、まとめ
生徒にとって魅力的なデザインでありたい、被服製
作につながって欲しいなど動機付けになりながら「お
しゃれ」「きてカッコウいい」「１人１人のためのオリ
ジナル」を狙って考案した。
中学生で初めてのハーフパンツ製作なので、とても
デザイン的に難しく、「簡単に」を念頭に取組みまし
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試料 A
組 成 綿１００％
組 織 片面斜文織
密度
（本／）
経 ３０
緯 １９
剛軟度
経 ４．２
緯 ２．８
厚さ（） ０．４４
試料B
組 成 綿１００％
組 織 片面斜文織
密度
（本／）
経 ２９
緯 １９
剛軟度
経 ７．８
緯 ３．０
厚さ（） ０．４９
試料 E
組 成 綿１００％
組 織 片面斜文織
密度
（本／）
経 ５６
緯 ３６
剛軟度
経 ５．７
緯 ３．９
厚さ（） ０．４２
試料 F
組 成 綿１００％
組 織 平 織
密度
（本／）
経 １０２
緯 ５７
剛軟度
経 ５．４
緯 ６．８
厚さ（） ０．３６
試料C
組 成 綿１００％
組 織 片面斜文織
密度
（本／）
経 ２６
緯 １７
剛軟度
経 ５．７
緯 ４．２
厚さ（） ０．５４
試料D
組 成 綿１００％
組 織 片面斜文織
密度
（本／）
経 ２３
緯 １６
剛軟度
経 ４．７
緯 ２．７
厚さ（） ０．４８
表１ 試料基本データ ※剛軟度 ４５°カンチレバー法によって測定
たが、「興味を引くデザイン」と「簡単に製作できる」
の狭間に立って思い悩むことが最後まで付きまとっ
た。現実の教室はとても元気で、HPの竹早中学校の
ボタンを見つけて歓声を上げ喜ぶ姿に安心させられ
た。ハーフパンツデザインを選ぶ段階では生徒たちは
真剣そのものであった。
Ⅲ 素 材
杉野服飾大学 星野貴美江
１、目的
中学生がハーフパンツを製作するのに適する布は、
製作の作業がしやすいこと、ハーフパンツがボトムで
あることから、適度の厚みがあり、ごわつかないこと、
デザイン画どおりのシルエットが得られること、自分
の好みの色や柄であることなどが考えられる。平成１５
年度、１６年度の２年間は、提供企業の選出による布を
使用し行われた。作業が始まると作業しにくい布と、
作業しやすい布があることがわかった。初めて被服製
作を体験する生徒たちにとって作業のしやすい素材
（布）とはどのようなものなのかを実際の製作に沿っ
た実験を実施し、その特徴をまとめることを目的とす
る。
試料基本データ
２、実験
実 施 日 平成１７年７月２０日（水）
被 験 者 学芸大学附属竹早中学校 ３年生 ６名
（男子４名、女子２名）
実験試料 綿布 ８種類（試料 A～H）
［K&K株式会社、産地 協力］
３、実験内容
１、しつけ縫い
２、直線ミシン縫い
３、曲線ミシン縫い（また上部分）
４、三枚重ねミシン縫い（ポケット付け）
５、ロックミシン（布端の始末）
６、三つ折アイロン（ウエストゴム通し部分）
７、ゴム通し
以上７つの作業を実際に行ってもらい、作業のしや
すさについての５段階評価アンケートに記入しても
らった。
４、実験結果
実験のアンケートより、作業しやすいものを５点か
ら作業のしにくいもの１点までを配点をし、合計点を
求めた。
試料G
組 成 綿１００％
組 織 片面斜文織
密度
（本／）
経 ４３
緯 ２０
剛軟度
経 ４．３
緯 ２．８
厚さ（） ０．２８
試料H
組 成 綿１００％
組 織 片面斜文織
密度
（本／）
経 ４４
緯 ２３
剛軟度
経 ５．５
緯 ３．５
厚さ（） ０．３３
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試料名
評価
試料A 試料B 試料C 試料D 試料 E 試料 F 試料G 試料H
回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数
縫いやすい ５ ２５ １ ５ １ ５ ５ ２５ ０ ０ ３ １５ ３ １５ ４ ２０
少し縫いやすい ０ ０ ２ ８ １ ４ ０ ０ ０ ０ １ ４ ０ ０ １ ４
どちらともいえない １ ３ １ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３ ０ ０
少し縫いにくい ０ ０ １ ２ １ ２ １ ２ ０ ０ ２ ４ ２ ４ １ ２
縫いにくい ０ ０ １ １ ３ ３ ０ ０ ５ ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０
合 計 点 ‐ ２８ ‐ １９ ‐ １４ ‐ ２７ ‐ ５ ‐ ２３ ‐ ２２ ‐ ２６
試料名
評価
試料A 試料B 試料C 試料D 試料 E 試料 F 試料G 試料H
回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数
縫いやすい ５ ２５ ２ １０ １ ５ ４ ２０ ３ １５ ３ １５ ３ １５ ２ １０
少し縫いやすい １ ４ ２ ８ ３ １２ ０ ０ ０ ０ ２ ８ ２ ８ ２ ８
どちらともいえない ０ ０ ０ ０ １ ３ ２ ６ ０ ０ １ ３ １ ３ １ ３
少し縫いにくい ０ ０ ２ ４ １ ２ ０ ０ ２ ４ ０ ０ ０ ０ １ ２
縫いにくい ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０
合 計 ‐ ２９ ‐ ２２ ‐ ２２ ‐ ２６ ‐ ２０ ‐ ２６ ‐ ２６ ‐ ２３
試料名
評価
試料A 試料B 試料C 試料D 試料 E 試料 F 試料G 試料H
回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数
縫いやすい ２ １０ ３ １５ ２ １０ ２ １０ ３ １５ ５ ２５ ２ １０ ２ １０
少し縫いやすい ３ １２ １ ４ ３ １２ ３ １２ ２ ８ ０ ０ １ ４ ２ ８
どちらともいえない ０ ０ １ ３ １ ３ １ ３ ０ ０ ０ ０ １ ３ ０ ０
少し縫いにくい １ ２ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ２ ４ １ ２
縫いにくい ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ １ １
合 計 ‐ ２４ ‐ ２４ ‐ ２５ ‐ ２５ ‐ ２４ ‐ ２７ ‐ ２１ ‐ ２１
試料名
評価
試料A 試料B 試料C 試料D 試料 E 試料 F 試料G 試料H
回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数
縫いやすい ３ １５ ３ １５ ２ １０ ４ ２０ ３ １５ ３ １５ ２ １０ ３ １５
少し縫いやすい １ ４ １ ４ ２ ８ ０ ０ ０ ０ ２ ８ １ ４ １ ４
どちらともいえない １ ３ １ ３ １ ３ １ ３ １ ３ ０ ０ １ ３ １ ３
少し縫いにくい １ ２ ０ ０ ０ ０ １ ２ １ ２ １ ２ ２ ４ １ ２
縫いにくい ０ ０ １ １ １ １ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０
合 計 ‐ ２４ ‐ ２３ ‐ ２２ ‐ ２５ ‐ ２１ ‐ ２５ ‐ ２１ ‐ ２４
実験１ しつけ縫い
表２ しつけ縫い
実験２ 直線ミシン縫い
表３ 直線ミシン縫い
実験３ 曲線ミシン縫い
表４ 曲線ミシン縫い
実験４ 三枚重ねミシン縫い
表５ 三枚重ねミシン縫い
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試料名
評価
試料A 試料B 試料C 試料D 試料 E 試料 F 試料G 試料H
回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数
縫いやすい ３ １５ ５ ２５ ６ ３０ ３ １５ ５ ２５ ５ ２５ ４ ２０ ４ ２０
少し縫いやすい ２ ８ １ ４ ０ ０ ３ １２ ０ ０ １ ４ １ ４ ２ ８
どちらともいえない １ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３ ０ ０ １ ３ ０ ０
少し縫いにくい ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
縫いにくい ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
合 計 ‐ ２６ ‐ ２９ ‐ ３０ ‐ ２７ ‐ ２８ ‐ ２９ ‐ ２７ ‐ ２８
試料名
評価
試料A 試料B 試料C 試料D 試料 E 試料 F 試料G 試料H
回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数
折りやすい ３ １５ ２ １０ １ ５ ２ １０ １ ５ ０ ０ ５ ２５ ３ １５
やや折りやすい ０ ０ ２ ８ ３ １２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ４ ３ １２
どちらとも言えない ２ ６ ０ ０ ２ ６ ３ ９ ２ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ０
少し折りにくい １ ２ ０ ０ ０ ０ １ ２ ３ ６ １ ２ ０ ０ ０ ０
折りにくい ０ ０ ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ５ ０ ０ ０ ０
合 計 ‐ ２３ ‐ ２０ ‐ ２３ ‐ ２１ ‐ １７ ‐ ７ ‐ ２９ ‐ ２７
試料名
評価
試料A 試料B 試料C 試料D 試料 E 試料 F 試料G 試料H
回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数 回答数 点 数
通しやすい ３ １５ ３ １５ １ ５ １ ５ ０ ０ １ ５ ５ ２５ ２ １０
少し通しやすい １ ４ １ ４ ２ ８ ５ ２０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ １２
どちらとも言えない ２ ６ ０ ０ １ ３ ０ ０ １ ３ １ ３ ０ ０ ０ ０
少し通しにくい ０ ０ ２ ４ ０ ０ ０ ０ ２ ４ ２ ４ １ ２ ０ ０
通しにくい ０ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ０ ３ ３ ２ ２ ０ ０ １ １
合 計 ‐ ２５ ‐ ２３ ‐ １８ ‐ ２５ ‐ １０ ‐ １４ ‐ ２７ ‐ ２３
１ しつけ縫い
２ 直線ミシン縫い
３ 曲線ミシン縫い
４ 三枚重ねミシン縫い
５ ロックミシン
６ 三つ折アイロン
７ ゴム通し
実験５ ロックミシン
表６ ロックミシン
実験６ 三つ折アイロン
表７ 三つ折アイロン
実験７ ゴム通し
表８ ゴム通し
５、考察
実験結果より、布の持つバランスを視覚的に捕らえ
るためにレーダーチャートを作成した。
試料 A
図３６
いわゆる、ソフトデニム生地である。どの実験に関
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１ しつけ縫い
２ 直線ミシン縫い
３ 曲線ミシン縫い
４ 三枚重ねミシン縫い
５ ロックミシン
６ 三つ折アイロン
７ ゴム通し
１ しつけ縫い
２ 直線ミシン縫い
３ 曲線ミシン縫い
４ 三枚重ねミシン縫い
５ ロックミシン
６ 三つ折アイロン
７ ゴム通し
１ しつけ縫い
２ 直線ミシン縫い
３ 曲線ミシン縫い
４ 三枚重ねミシン縫い
５ ロックミシン
６ 三つ折アイロン
７ ゴム通し
１ しつけ縫い
２ 直線ミシン縫い
３ 曲線ミシン縫い
４ 三枚重ねミシン縫い
５ ロックミシン
６ 三つ折アイロン
７ ゴム通し
１ しつけ縫い
２ 直線ミシン縫い
３ 曲線ミシン縫い
４ 三枚重ねミシン縫い
５ ロックミシン
６ 三つ折アイロン
７ ゴム通し
１ しつけ縫い
２ 直線ミシン縫い
３ 曲線ミシン縫い
４ 三枚重ねミシン縫い
５ ロックミシン
６ 三つ折アイロン
７ ゴム通し
しても得点が高く、非常にバランスがよい。試料基本
データに記した剛軟度の値が経、緯ともに低く、軟ら
かい布であることがわかる。
試料B
図３７
Aの試料に比べ張りのあるデニム生地である。剛軟
度の値も高く、硬い手触りである。手縫いで行う工程
では「しつけ縫い」で得点が低かった。
試料C
図３８
ソフトカラーデニムである。剛軟度の値は中間的で
あるが、厚みがあるせいか、しつけ縫い、ゴム通しの
得点が低い。
試料D
図３９
風合いはデニム風であるが、経糸、緯糸ともに同色
で染色されている布である。剛軟度は試料 Aの値に
近い。レーダーチャートのバランスもよく、この点で
も試料 Aと近いといえる。
試料 E
図４０
剛軟度が高く、硬い布である。しつけ縫い、三つ折
アイロン、ゴム通しなどの手作業で行う実験で得点が
低かった。
試料 F
図４１
ロックミシンでは６人中５人の生徒が「とても縫い
やすい」と回答しているが、三つ折アイロンでは５人
の生徒が「とても折りにくい」と答えている。糸密度
が高く、張りがあり、剛軟度も高い値を示している。
張りがありすぎて、手での作業がしにくくなってし
まったと考えられる。
試料G
図４２
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１ しつけ縫い
２ 直線ミシン縫い
３ 曲線ミシン縫い
４ 三枚重ねミシン縫い
５ ロックミシン
６ 三つ折アイロン
７ ゴム通し
剛軟度は試料 Aとほぼ同じ値を示しているが、厚
みが薄いせいか、試料 Aよりも柔らかい手触りのあ
る布である。特徴的なのはしつけ曲線ミシン縫いと三
枚重ね縫いというミシン縫いで得点が低いことであ
る。しつけ縫いの得点も低く、軟らかさの影響で作業
時に布を固定しにくくなるのではないかと思われる。
試料H
図４３
剛軟度はやや高い数値であるが、厚みが薄いせいか
柔らかい手触りでバランスのよいレーダーチャートと
なった。
薄くて硬い布、厚くて軟らかいなど、今回は剛軟度
と厚みという手触りでも感じることができる要素を基
本データとして調べ、考察する際に利用した。その結
果、剛軟度は経方向では４．０から５．０程度、緯方向では
２．５から３．５程度であり厚みが０．３mmから０．５mm程度
が製作しやすいという結果となった。製作するのに程
よい厚みと程よい硬さの具体的な結果を得ることがで
きた。
６、まとめ
今回のプロジェクトでは、ハーフパンツの製作に合
う布を企業や産地の方に協力していただき、あらかじ
め選出していただいているが、それでも布によっては
作業しづらい場面が出てきていることもわかった。今
年度のハーフパンツ製作の素材選出に役立てていきた
い。
また、個人が材料を調達する際には、たくさんある
布の中から適した布を選出するのは難しいかもしれな
いが、サンプルの提示などで布の風合いを感じてもら
うことで布選びの一助となるのではないだろうか。
製作に適する布の要素は作業のしやすさだけではな
く、着用時の着心地やデザイン画どおりのシルエット
がでるか、個人的なテキスタイルデザインの好みなど
多岐に渡る。今後、他の要素についても調査・実験を
継続していきたい。
Ⅳ 型 紙
杉野服飾大学 森淳子、水野真由美
１、目的
中学生のハーフパンツの製作において、これまで
は、限られたデザインに基づいたパターンしかないこ
とが、生徒が製作する意欲がわかない理由のひとつと
なっていたと思われる。
そこで、今回、男女ハーフパンツ基本デザイン１０点
のスタイルに対し、デザイン、サイズ、縫製の観点を
考慮して、型紙を作成することにした。
更に、効率的に作業を進めるために、製作手順や縫
製サンプル等を明示することにした。
２、型紙制作
ハーフパンツデザイン集１０点の中から、パンツ丈の
違いによりデザインを分類し、基本となる A，D，I
のデザインについて、Mサイズのパターンを制作す
る。その後、S，Lサイズのパターンについても制作
する。制作に際しての基本寸法は、JIS 衣料サイズ、
教科書参考寸法、東レCADシステムクレアコンポ
ジュニアMサイズ、通販雑誌寸法、竹早中学身体測
定平均値表、各自採寸表等を検討し、トワル製作をも
とに決定した。また、デザイン上の必要寸法について
は、市場調査やトワル製作をもとに決定した。
＊ 採寸
各自の採寸は、ウエスト・ヒップ・パンツ丈・股
上・身長・体重を計測して記入する。採寸方法は、中
学校被服製作教科書に従った方法で行った。
図４４ 新しい技術・家庭分野 東京書籍 採寸方法
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身長（） 体重（） 座高（）
１年
男子 本年度 １５４．６ ４５．９ ８２．５
前年度 １５４．９ ４７．１ ８２
女子 本年度 １５４．５ ４５．３ ８３．８
前年度 １５４．３ ４６．４ ８３．６
２年
男子 本年度 １６１．３ ５１．９ ８５．５
前年度 １６２ ５０．３ ８５．５
女子 本年度 １５７．２ ４９ ８４．６
前年度 １５５．８ ４７．２ ８４．３
３年
男子 本年度 １６７．４ ５５．９ ８８．２
前年度 １６８．６ ５８ ８８．９
女子 本年度 １５７．７ ４９ ８４．８
前年度 １５６．７ ４９．９ ８３．９
表９ 竹早中学校平成１６・１７年度身体測定
学年別平均値表
型紙 パンツ丈
サイズ ウエスト ヒップ 股上
デザイン
A
デザイン
B
デザイン
C
S ５８～７２ ７６～８４ ２５．５ ４０ ５３ ６８
M ６２～７６ ８４～９２ ２７ ４２ ５５ ７０
L ６６～８０ ９２～１００ ２８．５ ４４ ５７ ７２
ウエスト ヒップ 股上 パンツ丈 股下 脇 裾
S ８９（４４．５） ９２（４６） ２５．５
M ９３（４６．５） １００（５０） ２７
L ９７（４８．５） １０８（５４） ２８．５
ピッチ ２ ４ １．５ ２
縫い代 ５ ２ ２ ２ ３
＊参考寸法
ハーフパンツサイズ一覧 （）
表１０
型紙寸法 （）
表１１
デザイン A
図４５
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デザインD
図４６
デザイン I
図４７
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図４８
図５０
基本デザイン A、D、I のサイズ展開
デザイン A デザインD
デザイン I
図４９
型紙 S、M、Lを重ねた図
－ 20－
図５１
図５２
その他のデザインB、C、E、F、G、H、J
デザイン B
デザインC
デザイン E
図５３
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デザイン F
デザインG
図５４
図５５
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デザインH
デザイン J
図５６
図５７
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型紙制作について、考慮した点は以下のとおりであ
る。
・型紙のサイズ表の作成については、様々な体型をカ
バーするため、ウエストサイズ・ヒップサイズに幅
をもたせた。（サイズ表以外の生徒の型紙の制作に
ついては、基本パターンをもとに、個々に合わせて
サイズ展開し、対応した。サイズ表で対応しきれな
かった生徒は全体の約５％であった。）
・型紙寸法については、着脱のしやすさ、運動量、デ
ザインにより、ウエストサイズには、１７cm～３１cm
のゆとりを入れ、ヒップサイズには、８cm～１６cm
のゆとりを入れた。
・デザインＡは、中学生の縫製能力のバラつきを考
え、脇線縫い目なしの簡単なものとした。
・デザインＤからＪは、脇縫いを直線にして、縫いや
すくした。
・パッチポケットは、全て直線のラインとし、扱いや
すくした。
・型紙には、それぞれ各自生徒の氏名を入れ、他の生
徒のものと間違えないようにした。
３、縫製
ハーフパンツの製作において、中学生にとってより
簡単に製作ができ、作ることの楽しさを感じられる縫
製方法はないか、教師にとって、従来の指導方法、教
科書などと比較し、より効率良く製作を進める縫製の
指導方法はないか検討した。
その結果、今回は以下の３点を作成した。
・実物サンプル
・１０種類の基本デザインと縫製方法を対応させた製作
一覧表
・縫製工程に対応させた図解・解説
これらにおいては、以下のことがらに考慮した。
・実物サンプルについては、縫製意欲を高める目的
で、どの生徒にも対応できるようにパターン作成で
選んだ基本スタイルＡ，Ｄ，Ｉの３点のＳＭＬサイ
ズを作成し、完成イメージを明確にした。素材は中
学生が扱いやすいと思われる、デニム素材を使用
し、色彩も男女どちらも抵抗がない、インディゴ・
ブルーの色とした。実際に手に取り、見ることによ
り、縫い方の確認もできるようになっている。
・製作一覧表については、ひと目で１０点のデザインの
違いや縫製方法の違いがわかるようした。このこと
で、他のデザインを選択した生徒と作業が違ってい
ても不安になることもなく、また、常に自分の作業
においての位置を確認でき、次に行うべき作業がわ
かるようになっている。
・縫製工程に対応させた図解・解説においては、今ま
で教科書に掲載されていない部分や教師側の補足説
明を必要とする箇所など生徒がわかりにくいと思わ
れるところを、実物の布で段階別サンプルを作り、
写真に撮り、それぞれに解説を付けわかりやすくし
た。
その他、縫製方法において考慮した点は、以下のと
おりである。
・縫い代の始末については、扱いの難しいとされる
ロックミシンのかける回数を減らすということで、
縫い代は割らずに２枚一緒にロックミシンをかけ、
片返しにする方法にした。また、平らな状態でかけ
ることが可能な股上は１枚でかけて割る方法にし
た。
・股上の縫製方法では、基本スタイル Aについて教
科書の縫製方法ではなく、Ａ，Ｂ，Ｃ以外のスタイ
ルと同じように股下を先に縫い合わせ、その後前後
の股上を縫う方法にした。このことにより説明が一
回ですみ時間が短縮できるとともに、生徒の混乱を
防ぐことができる。
・ウエストの始末の説明では、多少ミシンの縫い目が
曲がったとしても、ゴムによるギャザーが入ること
で、ミシン目を気にせずにできる２本ゴムを入れる
方法にした。広幅のゴムを１本通すよりは、細いゴ
ムを２本通す方が作業はしやすく、ウエストに対し
てもソフトな感覚の絞め具合となるためである。
・裾始末でのスリット部分の縫い代説明については、
角を四角く縫うことは、厚みもあり難しく、裾と脇
を続けずに分けてミシンをかける方法にした。縫い
代の幅も本来より少なめにしてあるが、これは他の
デザインの場合と縫い代の寸法を同じにし、複雑に
ならないようにしたためである。
・５種類のポケット縫製については、一目で自分の縫
製するポケットが分かるように図解・解説した。
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図５８
デザイン A
４、まとめ
今回は中学生のハーフパンツ製作において、製作に
興味を持てるように、また、効率よく作業が進むよう
に型紙と縫製について教材の開発を行なった。
型紙については、多様なパターンを用意したことに
より、各自の希望に近いサイズのものを示すことがで
きたと思う。
縫製については、実物サンプルを実際に手にしたり
試着することにより、各自が完成のイメージを明確化
することができたと思う。
今後、中学生の型紙制作の課題としては、成長期
で、その体型におおきな格差が生じているため、それ
を踏まえたＳＭＬサイズ自体の見直しを検討する必要
があると考えている。
また、型紙の縫い代についても、使用素材に差があ
るため、もう少し縫い代幅を広くする必要があると考
えている。
ポケットの型紙については、今後、付け位置のみ印
し、自由にデザインを選択できるようにする方が良い
と思われる。
次に、縫製の課題としては、実物のサンプルにポ
ケットを付けた方がより完成品をイメージしやすくな
ると思われる。
図解・解説の縫製工程に対応させた写真入りプリン
トに加えて、実物の布で作ったサンプルも生徒が実際
に手に取り、見られるようにした方が、縫製方法の理
解が更に進むと考える。
生徒から難しいと指摘が多かったロックミシンを
使った縫い代始末の仕方やゴムを通すウエスト部分に
ついては、その縫製方法の改善が必要と考えている。
上記以外の課題を含め、中学生が少しでもわかりや
すく、楽しくハーフパンツが製作できるよう、今後も
検討を深めていきたい。
実物サンプル
デザインD デザイン I
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ハーフパンツ製作一覧表
表１２
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⑤ポケットを作る
B,E,I
ポケット口のみ３
その他縫い代１で裁断
ポケット口を三つ折りし、
ミシンをかける
縫い代をアイロンで折る
①底②両端
パンツの表側にしつけをし
てからミシン
C,G
（裏）
縫い代１で裁断 ポケット口を三つ折りし、
０．３位でミシンをかける
上下を折ってから両端を折
る
０．５幅でステッチをかけ
る
F
縫い代１で裁断 ポケット口を三つ折りし、
０．３位でミシンをかける
縫い代をアイロンで折る
①底 ②両端
ポケットに自由にステッチ
をかける
パンツの表側にしつけをし
てから０．５幅でステッチ
をかける
図解・解説
図５９
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H（裏）
（裏）
（表）
（裏）
裏フラップ
（表）
表フラップ
（表）
フラップは４枚裁断する フラップは２枚を中表に合
わせる
印の０．１外側にしつけ
印の上をミシン
《注意点》
付け側まで縫っていないか
フラップを表に返してアイ
ロンをかける
ステッチをかける場合は先
にミシンをしてから付け側
にロックミシンをかける
パンツの付けに裏フラップ
が見えるように置く
付けの印の上をミシン
表フラップが見えるように
アイロンをする
J
（裏） （表）
縫い代１で裁断 接着芯を角に貼る
印の所に切り込みを入れる
ファスナーをしつけ
折り山の際にミシン
縫い代を裏に折る
しつけをしてからミシン
図６０
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⑧アイロンをかける ⑨ロックミシンをかける（股下線）
しつけ糸をはずす
縫い代を前パンツ側へ倒す
《注意点》アイロンによるきせがかかっていないか
チャコ等で印を入れる（印から１外側）
２枚一緒にロックミシンをかける（印を入れた箇所）
⑩股上線を縫う
左右のパンツを中表に合わせる
《注意点》
布の裏表は合っているか
同一方向が２枚出来ていて合わせら
れなくなっていないか
印通りに待ち針でとめる
しつけをする
（印の０．１外側）
ミシンで縫う（印の上）
前パンツはゴム通し口になるので縫
い代側０．５のところで返し縫い
もう一度同じ所を縫う（二度縫い）
図６１
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スリットの場合の裾始末
①裾の出来上がりの印と印から２
の所をアイロンで折る
②脇線を折る
しつけをしてからミ
シンをかける
《注意点》
前後の裾線が合っているか
脇の縫い代が出ていないか
ひもを通す場合の裾始末 ⑮ひもを通す
①脇線を割る
②裾の出来上がりの印と印から２の所をアイロンで
折る
③しつけをする
０．２位の所にミシンをかける
ひもの長さは端の始末により自由
裾回り寸法＋結び分（始末による）
図６２
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研
究
の
手
立
て
① インターネットでデザインの配信を受
け、生徒各自が自分のペースで、確認し
ながらデザインを選べるようにする。
② 生徒の意識をアンケートによって調査
し、考察する。
仮
説
衣服製作における生徒の学習意欲はイン
ターネットを活用し、個に応じたデザイン
を選択することにより高まる。
Ⅴ ～中学校での授業の展開～
東京学芸大学附属竹早中学校 阿部 睦子
１、目的
中学生は、自分の衣服やファッションに対して興
味・関心が湧いてきている時期である。また、自我の
確立とともに、個性を表現する方法の一つとして衣服
を意識するようになっているといえる。しかし、衣服
の購入や着用の仕方については毎日の生活に関わりが
あるものと捉えているが、衣服の製作については自ら
取り組むものとしての認識が低く、興味・関心が薄い
といえる。実際の家庭生活でも衣服の製作が行われて
いないことは、日本家庭科教育学会が平成１４年度に実
施した「家庭生活についての全国調査」の項目に家庭
の仕事として被服製作の項目がないことから読み取る
ことができる。また、中学校の授業では平成１４年度施
行の「技術の家庭科」学習指導要領では、衣服製作は、
家庭分野で扱っているものの「必修」ではなく「選択」
の内容となっているため、学校の家庭科の時間で取り
上げるか、生徒各自が選択しなければ経験できないの
が実態である。
生徒自身も、衣服製作に対して、製作し始めても完
成までに時間がかかる、できばえが既製服のようにき
れいにできないと思うことから、製作自体に興味がも
てず意欲がわかない場合も見受けられる。
しかし、先の日本家庭科教育学会の報告書によると
家庭科の学習効果と価値観の形成を分析する際に、
「できるようになること」、「わかるようになること」、
「気付くようになること」、「考えるようになること」
を用いていたことから、衣服の製作という目に見える
「できるようになること」を意識して取り上げていた
いと考えた。
そこで、製作方法がわかりやすく、生徒が作ること
を身近に感じ、製作に興味をもつような授業展開を工
夫できるハーフパンツを製作することにした。生徒が
衣服製作に興味を持つよう、流行を取り入れつつ、胴
回りはゴムで留まるような男女が共に製作することが
できるハーフパンツのデザインを杉野服飾大学に考案
していただき、教材の開発を行った。また、ハーフパ
ンツの型紙も注文服のシステムに載せ、生徒各自に
フィットしたものができるよう工夫した。さらに、生
徒が意欲をもってパンツ製作に取り組むために、導入
時にインターネットを活用した授業が有効であること
を明らかにすることを目的に本研究に取り組んだ。
目的：
① 生徒が作ることを身近に感じ、製作に興味を
持つための授業を工夫する。
② 生徒が意欲を持ってパンツ製作に取り組むた
めのインターネットを活用した授業の有効性を
検証する。
２、研究の内容
⇔
図６２
杉野服飾大学の支援を得て、本校２年生の生徒を対
象に衣服製作の授業としてハーフパンツの製作を行っ
た。考案したハーフパンツのデザインは、ミニ丈３種
類、膝丈５種類、七分丈２種類の合計１０種類である。
サイズは、S・M・Lの３種類を基にして、注文服の
システムに載せて生徒各自にあった型紙が出来上がる
ようになっている。生徒がデザインを選択するにあた
り、インターネットでデザインが配信され、生徒各自
が自分のペースでデザインを確認しながら選べるよう
に工夫した。
そこで、衣服製作における生徒の学習意欲は、イン
ターネットを活用し、個に対応したデザイン選択をす
ることにより、高まるという仮説を立て、生徒の意識
をアンケート調査により考察することにした。
－ 31－
３、授業の実践
（１）指導計画
ハーフパンツを製作しよう （１７．５） 学 習 の ね ら い
衣服の構成を考えよう （０．５）
採寸をしよう （０．５）
インターネットを活用してデザインを考えよう（１）
必要な材料・用具を考えよう （０．３）
型紙を整えよう （０．２）
製作の計画を立てよう （１）
裁断・しるし付けをしよう （２）
ハーフパンツを縫ってみよう （１１）
わき縫い
ポケット付け
また下縫い
また上縫い
胴回り縫い
すそ縫い
ゴム通し・仕上げ
着用してファッションショーをしよう （１）
・衣服の成り立ちについて考え、上衣・下衣の形を描
くことができる
・型紙選択に必要な採寸箇所と採寸の仕方がわかる
・IT を活用することによりデザインを選び衣服製作
に対する意欲、感性を高める
・衣服製作に必要な材料・用具がわかり、それを準備
することができる
・オリジナル型紙を受け取り、折り目に沿って切り取
ることができる
・見通しをもって製作に取り組むことが出来るよう製
作計画を立てることができる
・効率的な裁断の方法を考え、布地にあった方法でし
るし付けができる
・布地にあった方法で縫い代の始末をし、計画に照ら
し合わせて段取りを考え、手際よく縫製することが
出来る
・作業の安全と作業の能率性について考えながら製作
することができる
・自分らしさを生かし、着装の工夫をすることが出来
る
表１３
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学習活動・内容 時 教師の支援 評価の判断規準
導
入
１前時の確認
２本時の目標を知る ５
・事前にゲストとともにパソコ
ンを立ち上げておき、すぐに
授業に入れるようにしておく
（インターネットが立ち上がっ
ているので画面が気になるとこ
ろを配慮する）
展
開
３ ゲストの紹介・挨拶
ゲストの話を聞く
・インターネット配信の立場
から
・サポートシステムの立場か
ら
４ ハーフパンツのデザインを
決める
・インターネットでホームペ
ージを開き、デザインを検
索する
５ 記録用紙に記入する
・寸法表に記入する
１５
１５
・ゲストを紹介する
インターネット配信の立場
からは、今回は本校の生徒の
為だけにデザインの配信が行
われているシステムの話とイ
ンターネットの仕組みについ
て話していただく
サポートシステムの立場か
らは主に衣服製作の体験談な
ど衣服製作の楽しさを話して
いただく
・ホームページの開き方を知ら
せ、画面上から自分の技能を
考え合わせた上で気に入った
デザインを選ぶよう促す
パソコンに関すること、デ
ザインの選択に関すること
は、それぞれ、専門の立場か
らゲストにアドバイスいただ
く
・記入用紙には、選んだデザイ
ンと前回採寸した寸法を記入
するよう促す。寸法の控えは
忘れた生徒のために用意して
おく
・ゲストの話を集中して聞くこ
とができたか。
（関・意・態）
インターネットが立ち
上がっているので画面
が気になるところだが
集中していることを評
価する
・着用の目的に応じたハーフパ
ンツのデザインを考え、決め
ることができたか
（創意工夫）
・型紙選択に必要な寸法を記入
することができたか
（技能）
ま
と
め
６ 授業の感想をまとめる
・アンケートに記入する
１０ ・本時の感想を記入させ、数
人に読ませる
・被服製作開始に当たっての
アンケートを IT 利用の状況
と併せてとる
表１４
（２）授業の流れ
本時の題材
インターネットでハーフパンツのデザインを考えよう
本時の目標
・被服製作の楽しさを知り、ハーフパンツの製作に関心を持つ。
・製作するハーフパンツのデザインをネット上から取り出す。
・型紙選択に必要な寸法を理解する。
本時の展開
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４、研究結果と考察
（１）生徒の意識
授業やアンケートから、インターネットを利用した
ことについての生徒の意識は以下のようにまとめるこ
とができる。
生徒の実態として、「初めてのパソコン使用体験」
は、ほとんどが小学生のときで、数名いるが最も早い
生徒は４歳の時である。使い方は、５割以上がゲーム
をすることで、インターネットの利用が約３割、ま
た、ワープロとしても利用する生徒もいた。学校で
は、中学校で技術分野の授業で１年生のときに使用し
ているが、小学校では総合的な学習の時間や社会、理
科、美術などでも使う他、自由に使ってよいことに
なっていた生徒もいた。本校では、総合の時間の課題
として自由研究や卒業研究を行っているためそのレポ
ート作成にインターネットが活用されることは多いと
思われる。
こうした状況の中、インターネットでハーフパンツ
のデザインを見ることができるというだけでは感動を
伴う興味はわかないと思われる。図６９からも分かるよ
うに、「限られたデザインの教科書で見るより良かっ
た」、と５割位の生徒が答えている他、「画像がきれい
で良かった」、「アクセスしたら画像が出てきて面白
かった」、「作る興味がわいた」と答えているが、「な
んとも思わない」や「興味はわかなかった」と答える
生徒もいた。
（２）衣服製作に対する成果
衣服製作に対する気持ちを尋ねてみると、「ちょっ
と心配」が多く、「どちらかといえば楽しみ」と答え
る生徒を超えている。しかし、「ちょっと心配でも製
作を遣ってみたい」と答える生徒も１割程度いた。最
後までインターネットの利用については関心を示す生
徒が多いものの、長丁場の製作に対する意識の低下は
否めないといえる。
完成後、生徒が試着して撮影会を行った。最初は恥
ずかしがっていた男子も満更ではないようで写真に
写っていた。採寸から完成までに時間がたっていた
が、できばえが予想以上に良かったと感じる生徒が多
かったためと思われる。製作したハーフパンツに合わ
せた上衣を持って来てよいことにしていたこともあ
り、コーディネイトを工夫して撮影に臨む生徒が多
かった。これは、型紙の作製に注文服のシステムが導
入されていたため試着の際の着ごこちが生徒の予想し
ていたよりも良い結果が得られたことによるものと考
えられる。
（３）事後評価
図７９にあるように、「インターネットでデザインを
見て自分もデザインしてみたくなりましたか」の問い
には平均すると「はい」と「いいえ」がほぼ同じ割合
だが、男女差を見ると女子は６０％以上が「はい」と答
え、男子の６０％以上が「いいえ」と答え、男女差が出
ているといえる。製作に対する意気込みについては、
（図８７、８８）「自分でデザインを決めたので早く作っ
てみたいと思いましたか」と尋ねたところ、６０％が早
く作ってみたいと答えている。女子は７０％となり、製
作に対する意欲に男女差が見られる。また、製作後の
感想では、男女ともに９０％が思ったより難しかったと
答えている。男女ともに、「ロックミシンをかける」
ところ、「胴回りを縫う」ところが難しかったと答え、
「裁断」や「また下・また上を縫う」ところでは男女
差が見られた。（図８９、９１）
自己評価して「上手に縫えたと思いますか」と尋ね
た問いでは７５％以上が満足した結果となった。２５％の
満足していない生徒に対してどのような手立てで改善
していくか工夫したいところである。また、この結果
も男女差が見られ、上手に出来たと自己評価する割合
は女子の方が１０％程多くなっていた。（図９４）「時間が
あれば、もう一度自分だけで作ってみたいと思います
か」、という問いに対しては女子で約５０％、男子では
約４０％が「はい」と答えていた。この結果から、一人
でも作りたいという気持ちの生徒が多いといえると思
われる。事前アンケートでは、４０％の生徒が製作に不
安を抱えていたが、５％でも製作したいという生徒が
増加したことは評価できると思われる。また、人（他
者）の支援を得ることが出来れば更に製作したいとい
う気持ちの生徒が増加するのものと思われる。
生徒が着用しての具体的な記述には以下のようなも
のがあった
・最近のファッションにあっている、思ったよりカ
ジュアルだった。
・思ったより丈が長かったが、普段着用しているズボ
ンとさほど変わらないほどよかった。
・着心地はとても良いです。ふつうに普段着のようで
違和感がありません。自分がこれを作れたんだと思
うと嬉しいです。
今回の結果をまとめてみると、インターネットでデ
ザインをアクセスすることに興味はもつものの、実際
の製作とは結びつきにくい面もあった。ただ、自分に
合った型紙を選べたことが製作意欲につながる面が見
られ、完成後の満足度は従来に比べて高いと考えられ
る。日常の家庭生活で衣服の製作をする機会が減って
いる状態のなか、学校でデザインを選択し、自分に
合った衣服の製作をすることで製作への興味関心が高
まったと考えられる。
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５、今後の課題
インターネットを活用した授業は、生徒が自分の中
学校のために配信された特別な時間を共有すること、
パソコンの画面から、自分専用でデザインを選ぶこと
ができることで、製作に対する興味を喚起するには有
効と考えられる。このようにパソコンを使うことは、
個人と全体に対するバランスが取れているといえる。
しかし、製作に対して、意欲を持続させるという点で
は課題が残る。デザイン選択や型紙の作成でデジタル
化された情報が、アナログの手仕事に組み込まれてか
らも色あせずに活用できるように考えていきたい。
今後は、さらに工夫し、生徒が意欲的に衣服製作に
取り組んでいけるよう検討していきたい。
６、まとめ
各項目を担当者より①使用した生地特性と縫製技術
力に関する調査と分析②ハーフパンツのデザイン③縫
製など実際の授業に則して考案したり工夫した事項に
ついて記述を行った。また事前・事後に実施したアン
ケート調査結果については上記のように授業担当者が
調査結果と照合して分析・報告をした。その結果「イ
ンターネットでデザインを選ぶ」では一瞬の驚きや喜
びにはなったが、被服製作の持続にはつながっていな
い。何よりも持続力となったのは「自分のオリジナル
パターンが作られた」ということであった。これは、
本学のデザイン・パターンデータベースよりハーフパ
ンツの基本型を中心に本調査対象者全員の採寸データ
を入力して各自に合ったCADパターンを作成した結
果であった。中学生は成長期にあり、特に男子の身長
（１５０～１８０）体重（４０kg～８０kg）において格差
が大きい。従って１基本パターンから男女１７０名の
CADパターンを作成することの難しさを痛感した。
生徒は製作の過程でいくつかの困難に遭遇しても「や
り通す」力となったのは「自分のパターンを作ってく
れたから」という「自分のものを完成させる」ことに
引き付けられ、想像以上に強い意思で彼らは制作に対
して真っ向から前進していった。従来の購入する市販
型紙とは全く異なった感覚で生徒たちは捉えている。
これは「やらされる」教育から「やる」教育へ移行が
できたことが分かった。生徒たちは製作過程のかなり
早い段階で「自分のパターンが作られた」そのとき以
来「自分のもの」が意思に反映され持続力となりハー
フパンツを完成させ、達成感をもたらしたという結果
が得られたことは大きな収穫であった。中学・高校に
家庭科被服製作が縮小される中で「被服製作」ができ
ないのではなく、現在、中学生・高校生にとって「製
作するためのきっかけ」がないのではないかと言うこ
とが考えられたことも大きな収穫であった。今年度、
第３回目の実施に向けて現在準備中である。今年は、
中学校の授業になるべく多く参加して中学２年生の被
服製作を工程ごとに調査・分析する予定である。今年
の目標として中学生の技術力の指標化を試みたい。
７、被服製作教育支援システムについて今後の課題
①本学のデザイン・パターンデータベースは成人女子
を基本に作成したデータベースである。従って今後
は男女・世代などのセグメントを行ってそれぞれの
基本サイズにおけるデザイン考案などきめ細かいデ
ータベースの構築が望まれる。
②製作課題によって使用される生地の特性を研究し、
初心者でも容易に製作できるよう生地においても特
性データベースの構築が望まれる。
③中学生を対象としてデザイン、生地、縫製力との関
係に絞って実験・分析を行い実際に活用できる具体
的な関係性を捉える必要がある。
Ⅵ 総 合
中学２年生「ハーフパンツの製作」を対象として、
本学のデザイン・パターンデータベースを活用して、
デザイン考案、素材の検討、縫製方法の開発、実際の
授業展開など２年間の調査・分析したことを報告し
た。製作意欲の持続は「自分のオリジナルパターン」
を作ったことが生徒たちの根底に生き続け、被服製作
を完成に導いた結果となった。以前の市販のハーフパ
ンツ型紙から製作を始めるより効果が大であることが
確認できた。さらに製作における個々の工程は「変化
が興味」（平らな布から着れる服まで＝服に変化する）
を与え続け、生徒の「やる気」を持続することに役立っ
た。
この試みは、本学のデザイン・パターンデータベー
スが完成していたことがきっかけとなった。この被服
製作教育支援システムを実際に活用して、データベー
スの活用検証をおこなったことは、よい経験となっ
た。今後はこれらのデータベースの活用や経験を活か
し高校生を対象に同様の調査を行う予定である。
末筆となりましたがインターネット配信にご協力く
ださいました東日本電信電話（株）、（株）インファス
＆NTTネットワーク、基本CADパターンに示唆をく
ださいました（株）東レ ACSの皆様に心より感謝申
し上げます。
註―１ 本学には２０代前半を対象とした被服デザイ
ン・パターンデータベースがある。そのデータベース
の構成を基にしてジュニア・ローティーンを対象とす
る被服デザイン・パターンデータベースを開発するた
めの研究を実施している。
－ 35－
［参考・引用文献］
杉野芳子著 図解服飾用語辞典 学校法人 杉野学園 １９９３年 ８５、８６、８８、９４、９６ページ
田中千代著 服飾辞典 同文書院 １９６９年 ７９１ページ
田中千代著 服飾辞典 同文書院 １９６９年 ６７３ページ
田中千代著 服飾辞典 同文書院 １９６９年 ７９１ページ
石田晴久 加藤幸一 渋川祥子 ほか４６名著 新しい技術・家庭 家庭分野 東京書籍 ２００３年 １０１ページ
付１‐１ ２００３年度 事前アンケート
項目別男女比 男女別
図６３ 図６４
図６５ 図６６
図６７ 図６８
－ 36－
図６９ 図７０
図７１ 図７２
図７３ 図７４
－ 37－
図７５ 図７６
図７７ 図７８
図７９ 図８０
－ 38－
図８１ 図８２
付１‐２ ２００３年度事後アンケート
項目別男女比 男女別
図８３ 図８４
図８５ 図８６
－ 39－
図８７ 図８８
図８９ 図９０
図９１ 図９２
－ 40－
図９３ 図９４
図９５ 図９６
図９７ 図９８
－ 41－
図９９ 図１００
付２‐３ ２００４年度事前アンケート
項目別男女比 男女別
図１０１ 図１０２
図１０３ 図１０４
－ 42－
図１０５ 図１０６
図１０７ 図１０８
図１０９ 図１１０
－ 43－
図１１１ 図１１２
図１１３ 図１１４
図１１５ 図１１６
－ 44－
図１１７ 図１１８
付２‐４ ２００４年度事後アンケート
項目別男女比 男女比
図１１９ 図１２０
図１２１ 図１２２
－ 45－
図１２３ 図１２４
図１２５ 図１２６
図１２７ 図１２８
－ 46－
図１２９ 図１３０
図１３１ 図１３２
図１３３ 図１３４
－ 47－
図１３５ 図１３６
－ 48－
家庭分野
事前調査
付２－１事前アンケート用紙
衣服造形教育における IT 環境を活用した感性教育支援プログラム
ハーフパンツ製作
該当するところに（○）をつけましょう。
２年 A・B・C・D 組 男 ・ 女
１、パソコンを最初に使ったのはいつですか。
① 中１ ② 小６ ③ 小５ ④ 小４ ⑤ 小３
⑥ 小２ ⑦ 小１ ⑧ ５才 ⑨ ４才 ⑩ その他（ ）
２、１．について、それはどのようなときでしたか。（２つ丸をつける）
①家で ②授業時間内（科目名 ）
③ゲームをした ④インターネットをした
⑤その他（ ）
３、これまでに学校でインターネットを利用して授業をしたことがありますか。
①ある ②ない
①あると答えた方へ
その授業科目はなんですか。（ ）
４、今回インターネットでハーフパンツのデザインを見てどう感じましたか。
①アクセスしたら画像が出てきて面白かった ②きれいでよかった
③作る興味がわいてきた ④デザインに興味をもった
⑤気に入ったデザインがたくさんあった
⑥気に入ったデザインがあまりなかった ⑦なんとも思わなかった
⑧作る興味はわかなかった ⑨その他（ ）
５、デザインを決めるとき好きなデザインをえらびましたか？
①はい ②いいえ
６、デザインを選ぶとき自分で作ることを考えて選びましたか？
①はい ②いいえ
７、デザインを選ぶとき着ることを考えて選びましたか？
①はい ②いいえ
８、好きなデザインと作るデザインとでは「違う」と思っている方はその理由を記入してください
理由：（ ）
９、自分もデザインしてみたいと思いましたか？
①はい ②いいえ
１０、被服製作に対する気持ちを１つ選んでください。
①とても楽しみ ②どちらかといえば楽しみ ③ちょっと心配
④でもやってみたい ⑤その他（ ）
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付２‐２ 事後アンケート用紙
家庭分野
実施日 年 月 日
ハーフパンツの製作事後調査
年 組（ 男 ・ 女 ）
１、インターネットでデザインをみて、自分でもデザインをやってみたくなりましたか。
①はい ②いいえ
２、ファッションに興味がありますか。
①はい ②いいえ
３、どんなファッションに興味がありますか。
①カジュアル（おしゃれな普段着） ②スポーツ（スポーツルック）
③ドレス（パーティードレス） ④ウエディングドレス
⑤その他（ ）
４、今回は、自分でデザインを決めたので早く作ってみたくなりましたか。
①はい ②いいえ
５、思ったより作るのは難しかったですか。
①はい ②いいえ
・はいと答えた方へ：難しいと思ったところはどこですか。
a縫製 bしるしつけ cしつけ dミシン縫い eロックミシン縫い
fポケット付け gまた下縫い hまた上縫い i 胴回り j すその始末
kゴム通し l その他（ ）
６、自分で自己評価して「上手に縫えた」と思いますか。
①はい ②いいえ ③まあまあ
７、時間があればもう一度自分だけで作ってみたいと思いますか。
①はい ②いいえ
８、「将来ファッションデザイナーになってみたい」なんて、考えたことがありますか。
①はい ②いいえ
９、デザイナーで知っている人がいますか。知っている人は、その人の名前を記入してください。
（ ）複数人可
＊インターネットを使って授業をしましたが、その感想を簡単に書いてください。
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